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便り

心身鍛錬！ 伝統引き継ぐ寒稽古

激励を受け、センター試験に臨む

1月17日・18日に1年生が寒稽古を行いまし
た。寒稽古とは、寒い時期に武道や芸事の
修練を行い技術の向上とともに、寒さに耐
えながら稽古をやり遂げることで、心身を
鍛えるという目的もある古くから伝わる修
行法の1つです。男子は柔道、女子はエアロ
ビクスに取り組み、寒さを吹き飛ばしまし
た！「体を動かしていたらすぐにあったか
くなった！」と稽古後には頬を赤くした寒
さに負けない大高生の姿がありました。

1月14・15日の大学入試センター試験を受験する3年生に向け
て前日13日に激励会が行われました。緊張した空気が漂う中、
当日の説明や注意点を真剣に聞き、気持ちを引き締めていま
した。また受験に向けて日々サポートをしてくださる先生方
から、激励の言葉が送られました。就職や専門学校への進学
がすでに決まっている大高生にも、先生方から将来に向けて
の激励の言葉がありました。3年生にとって将
来に向かう大切な時期。受験に立ち向かうこと
で生き方を学ぶ時期でもあります。大高生は
みんな前を向いて進んでいます！



大田JOいんつ♪ってどんな団体？
地域貢献活動を中心に様々なボラ
ンティアに参加する団体です。中
高生を中心に結成されています。
これまでに、天領さんのお化け屋
敷やお芋博覧会の企画・運営など
に携わり、積極的に地域活動に参
加してます！
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現在1年生は、大田の地域課題について考え、解決
方法を考える授業に取り組んでいます。第1回目の
授業では、大田市役所政策企画課の森山俊信さんを
お迎えし、データを元に、大田の現状課題について
知るための時間となりました。大田の現在の人口は
約3万8千人ですが、20年後には半分の1万6千人にな
ると予想されています。人口減少に伴って起こって
いる問題を知り、驚いた顔を見せる大高生。自分た
ちに関係のある問題も多くあり、他人事ではないこ
とに気が付きました。残りの授業ではその問題に対
して、高校生の目線で解決策を考えていきます！

「自分たちにできることを探していきたい」 1年生大田の地域課題を知る

👈地域の課題についてグループ
ワークを通して向き合います

校長先生
コラム

ふだんはあまり大田に

ついて考えないけれど、
今日改めて考えると大田に
は多くの課題があることが
分かりました。自分には

関係ないことだとは思わず
に課題についてしっかり

考えることが大切だと
感じました。

大田がなくなるの

はとても嫌なので、
自分たちにできる
ことを見つけて
町を元気にしたい

です。

素敵な地域を目指して
“大田JOいんつ♪”の中高生、
市議会議員さんと思いを語り合う

1月23日に大高生もたくさん所属している中高生地
域貢献活動グループ“大田JOいんつ♪”が、市議会議
員さん、県の教育魅力化特命官の岩本悠さんをお迎
えしてのトーク会を行いました。トークのテーマは
「大田の課題・魅力の再発見－住みたい、素敵な
地域を目指して－」でした。市議会議員さんを囲み、
それぞれが改めて大田の課題や魅力、そしてこれか
ら自分たちは何ができるのか思いを語り合いました。
トーク会終了後、参加した大高生は「思ったよりた
くさん地元について話すことができた」「議員さん
と直接話すことができていい機会になった！将来大
田に住むことはあまり考えていなかったけど、改め
て考えると大田もいいなと思った」とふりかえりま
した。
見学に来ていた地域の方との意見交換、交流の場も
設けられ、充実した時間になりました。
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